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5.アジュラーダー派Ajrada Gharana 

 スィターブ・ハーンSitab Khan
　(デリー派)

 *ミールー・ハーンMiru Khan

*シャンムー・ハーンShammu Khan(S)

*ハビーブッディーン・ハーンHabibuddin Khan
1899-1974?

*マンジュー・ハーンManju Khan(S)
1953~

*カッルー・ハーンKallu Khan

*モハンマディ・バクシュMohammadi Baksh(R)
or ムハマド・バクシュMuhamad Baksh/1830?~

*チャーンド・ハーンChand Khan(S)/1860?~

*カーレー・ハーンKale Khan(S)
1890~?

*クトゥブ・バクシュKutub Baksh(S) トゥッラーン・ハーンTullan Khan(S)/カーレーの娘婿?

*ハッスー・ハーンHassu Khan カルワー・ハーンKalva Khan(S)

バンブー・ハーンBambu Khan(S) ナンヘーン・ハーン・クディワーレーNahem Khan Kudivale(N)

ラフィクッディーン・ハーンRafikuddin Khan(S)

 

ラマザーン・ハーンRamazan Khan(S)
Delhi

アースィク・フセイン・ハーンAsik Husein Kha(S)

S.K.サクセナSaxena, Baroda(1923~)

マドゥカール・グラーヴMadhukar Gurav, 1954~
ラメーシュ・バポードラRamesh Bapodra, 1950~

ニヤーズ・ハーンNiyaz Khan(GS)

ハシュマート・アリー・ハーンHashmat Ali Khan
　　　　(1937~/Delhi)

アクラム・ハーンAkram Khan, Delhi(S)
1965~

18世紀中

ベーグム・バルオーBegum Baluo(Dau)
     (1930?~)

アズィーズッディーン・ハーンAjijuddin Khan

S:息子
N:甥
GS:孫
Dau:娘
R:血縁
*:継承者(カリーファー)

refference:Bharatiya Sangeet Kosh  by Vimalakant Roy Chaudguri, The Major Tradtions of North Indian Tabla Drumming  by Robert S.Gottlieb, 船津和幸『アジュラーダー・ガラーナーのカーイダー形式』(『東方』Vol.7/1991)

 

ナンネー・カーンNane Khan(ファルーカーバード派)
 

 

コメント:ミールーとカッルーは、兄弟か従兄弟。
同じデリー派のブガーラ・ハーンの弟子ともいわ
れる。二人は、デリーでスィターブ・ハーンに師
事した後、デリーの宮仕えをせずに故郷のアジュ
ラーダー村に戻った。多くの優れた弟子を育成し、
一つの流派を確立した。とくに、シャンムー・ハ
ーンやハビーブッディーンなどの巨匠の出現で、
この流派の存在が知れ渡ることになる。東部諸流
派(ラクナウ、ファルーカーバード、ヴァーラーナ
スィー)はパカーワジの影響が多くみられるが、ア
ジラーダー派の奏法は、デリー派と似て比較的純
粋なタブラー奏法を継承した。  

アジュラーダー村は、デリーから東北へ120キロほど離れたウッタル・
プラデーシュ州メーラト市(Merath)の郊外約15キロにある典型的な北イ
ンドの田園風景が広がる村で、人口約15000人、その80パーセントがム
スリムである。今はタブラーの関係者は誰も住んでいないという。
・・・船津和幸『アジュラーダー・ガラーナーのカーイダー形式』


